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『東京グラフィティ』2010／4号

１① 自己紹介
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１① 自己紹介

世の中に対する不満は？
「不満なんてないですよ。ただ、大学
入学時は60年安保があり、７月まで
授業がなく、この時ほど勉強がしたい
と思ったことはないです」
苦労していたことは？
「苦労というか、１日「25時間」をどう
作ろうかと考えていました」座右の銘は？

「人並みの努力は人並みに終わる」。
小学校の時に出会った言葉です。
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座右の銘は？
「『人並みの努力は人並みに終わる』」

世の中に対する不満は？
「不満ではないけれど「若者にがん
ばってほしい」と思います。」

これだけは誰にも負けないと思ってい
ることは？
「苦労を苦労とは思わず、チャンスに
持っていくところですかね」
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２０１０年の梶山理事長（拡大）

趣味は？
「ハイキングやウォーキングです。１日１万
歩、7.5km港区芝浦を歩くようにしている
のですが、夜、風が涼しいときに歩くのは
とても気持ちが良いものです」
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国際プロジェクト，国家プロジェクト，重点プロジェクト

教育・研究組織の変革・改組
社会・国際貢献の進展・拡大

４ ＋ ２ ＋ ４

九州大学アクションプラン

◯教 育
◯研 究
◯社会貢献
◯国際貢献

◯人的資源の支援
◯施設・スペース整備
◯予算措置
◯研究・教育時間の拡大

評価による支援

◯新科学領域への展開
◯アジア指向

将来構想の方向

４ｰ２ｰ４アクションプラン（2002）

使命・活動分野

意識革命（４＋２＋４アクションプラン） ＋ ５Ｓ運動
５Ｓ運動 ＝ 責任，スピード，専門，先見 → 信頼

２④九大
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「４＋２＋４アクションプラン」の具現化

２１世紀型キャンパスの構築

知的基盤社会に対応した

世界最高水準の教育研究拠点の形成

持続的に変革する九州大学

２④九大
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「４＋２＋４アクションプラン」の具現化
（予算・人・スペース・時間） 2.9億円具現化

① 21世紀COEプログラム拠点リーダー ８名

② 研究拠点リーダー（senior研究者） ９名
・原則として４５歳以上の教授

・世界的にアクティビティが評価され、各研究領域のリーダーであること

③ 若手研究リーダー（junior研究者）２０名
・原則として４５歳以下の教員

・現時点でのアクティビティが高いこと(過去３年程度の論文数や著作数、

科研費獲得状況等に基づく）

・将来の日本、九大の各領域研究を背負って立つと期待されていること

④ 女性研究リーダー育成 ４名

研究スーパースター支援プログラム

２④九大
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人材の先行投資により設置した研究組織
（28教授ポジションの創設）

未来化学創造センター

システムＬＳＩ研究センター

バイオアーキテクチャーセンター

アジア総合政策センター

デジタルメディシン・イニシアティブ

戦略的教育研究拠点「ＱＳＴＡＲ」

２④九大
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２④九大（未来化学創造センター）
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あかでみっくらんたん２⑤九大
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稲盛フロンティア研究センター

稲盛財団の寄贈により、安心・安全な社会に欠かせないエネルギー、環境、
情報通信などの最先端技術の創成を通して、人と技術の調和、心と技術
の調和に貢献する研究センターを設置

生活を豊かにする材料技術
・ソフトマテリアル技術
・高機能素子用材料開発

次世代エレクトロニクス材料研究部門

快適性を実現するデバイス技術
・超低消費電力デバイス(ハード技術)

・におい・味覚などのセンシング

次世代機能性分子超構造研究部門

快適な環境を追求する技術
・環境浄化技術
・環境汚染物質センシング技術

次世代環境技術研究部門

環境にやさしいエネルギー
・水素エネルギー技術
・再生可能なエネルギー

次世代エネルギー研究部門

２⑥九大
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【沿革】

1923年 全国で初の公立の女子専門学校として、

「福岡県立女子専門学校(文科、家政科)」として開校

1950年 4年制 県立福岡女子大学となる

1993年 大学院設置

2011年 国際化対応の新学部「国際文理学部」を開設し、

教育がスタート

【建学の精神】「次代の女性リーダーを育成」

19

２. 福岡女子大学の沿革と変貌

【大学のミッション】

女性が高い志と柔軟な発想を持ち、リーダーシップを発揮し、世界を舞台

に活躍できる社会を目指す。

そのために

●女性が国際的な感性を持ち、主体的に活躍することを支援する。

●地域社会の学術・文化・生活の振興に中心的役割を果たす。
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目 次 ②

４．福岡女子大学の概要と福岡女子大学の近年の活動
① 組織改革はする、意識改革はしない ― 付いてくる人だけ、意識改革は各自で

やるもの、損をしたと思ったときに改善する
② 教育の質の保証
③ 国際教育力 ― 全寮制(教育寮)

（English time, English day, アルバイト全面禁止）
④ 精神文化の醸成 ― 心の教育

〔感性、倫理、哲学、歴史（大学、地域、日本、世界の近代史）〕
⑤ 気付き留学、二段階留学
⑥ キャンパス再整備（大学のシナジー効果を出す千載一遇のチャンス）
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教育内容は変化している（2020年教育改革）

（大学教育の変化を理解している教職員はそれほど多くない。）

2020年（既に始まっている）以降の教育変化

教育界では

（1）2020年スタートの教育→考える力を付ける（デザイン教育）

（2）授業は双方向会話型？

（3）教室内に机、椅子は必要？

大学の対応

（1）入試内容は変わる（記述型へ）

（2）大学の対応としては、カリキュラムの見直しと、授業内容の対応。
→アドミッション、カリキュラム、ディプロマの3つのポリシーの見直し。

25

(梶山の提案)
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福岡女子大学の行動指針

大学のステークホルダーとは （学生、企業、社会、教職員）

1. 教育で一流大学になる

2. 教育には精神文化を含む

（感性、歴史）

3. 積極（挑戦）的行動

－ユニークな提案をし、実行する力

4. ステークホルダー（学生、企業、社会、教職員）に寄り添う

5. 無駄のない行動

● 議事録作製

● 誰が実行の中心となるか決め、output、outcome、

outreachに実現していく 26
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－全国で福岡女子大学しかやっていないこと

＜国際＞

１． 全寮制－English TimeとEnglish Day 月曜日は学生の自主
企画による全員参加の寮活動を実施し、月曜日は、アルバイト禁止。

２． 学生の約７０％が卒業までに海外留学を経験：交換留学制度や
語学研修など短中長期の海外経験に加え、アジア食文化プログラム
（EAT）などの充実した海外体験学習を実施するほか、留学経験の
代替支援策としてのEnglish Villageを開催。
－JASSOよりの支援は最近８年間（平成23-30）で約３,４億円。

３． 海外有力大学と交流協定を締結し、海外からの外国人向け短期留学
プログラムWJC（The World of Japanese Contemporary Culture Program）
などの事業を実施（全寮絵師の寮滞在の学生では、留学生は約35％）。

４． ASEAN－EU域内大学コンソーシアム福岡（Consortium of ASEAN-EU-
Fukuoka Universities）によるアジア・欧州の有力大学との交流

28
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ダイニングキッチン

（約１６帖）
・ユニット型ドーム（85室）

（リビング、バス、
トイレ、キッチンは共用）

・４プライベートルーム
（各部屋約6帖）
（日本人３名、留学生１名）

29

7：40～08：40（月～金曜）：English Time

24時間（月曜）:English Day

月曜：アルバイト禁止（夕方に寮教育活動を実施）

（国際１）
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交 流 協 定 数・・・１９カ国・地域の３０大学・部局

世界へ飛躍する福岡女子大学

30

欧州：７

平成27年度
●ソウル大学（韓国）

●平成２８年度

スペルマン・カレッジ
（米）

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ
・ルンド大学人文学部
・ルンド大学工学部建築環境学科

アイスランド
・アイスランド大学

イギリス

・マンチェスター大学

ベルギー
・ルーヴァン大学

ドイツ
・ミュンヘン大学

インド
・ﾚﾃﾞｨ・ｼｭﾘ・ﾗﾑ女子大学

ポーランド

・ワルシャワ大学
地理・地域研究学部

タイ
・チュラロンコン大学
・タマサート大学
・マヒドン大学

インドネシア
・ガジャマダ大学
・ダルマ・プルサダ大学
・ボゴール農科大学

ニュージーランド
・オークランド大学

ベトナム
・ベトナム国家大学ハノイ校

フィリピン
・アテネオ・デ・マニラ大学

・カリフォルニア州立大学ノースリッジ校
・スペルマンカレッジ

アメリカ
台湾

・淡江大学

中国
・中国医科大学
・同済大学外国語学院及び女子学院
・大連大学

韓国
・梨花女子大学校
・釜山外国語大学校
・東亜大学校
・ソウル大学校生活科学大学

バングラデシュ
・ダッカ大学

スリランカ
・ペラデニア大学

福岡女子大学

カナダ

・プリンスエドワードアイランド大学

東ｱｼﾞｱ：８ 北米：３

ASEAN:１２

（国際２）

学生交換のレベルの高い大学を選択
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WJC（The World of Japanese Contemporary Culture Program）は、本学

の国際性を重視する国際文理学部発足（2011年）を記念して創設された

外国人留学生向けの短期留学プログラム。 海外では日本のポップ･カ

ルチャーへの関心が若者の間で非常に高い傾向にあることから、現代日

本文化を学ぶプログラムとして1年間展開。

毎年度、春季と秋季(予定)入学で、各季２０～２５名程度。学術交流協定

校から学生を選抜。

短期留学生受け入れプログラム
(WJC/福岡女子大学記念プログラム)

（国際３）
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

派遣 10,480 3,920 21,780 38,940 25,180 40,150 25,970 19,530

受入れ 1,920 5,760 19,360 33,200 11,760 21,440 36,800 28,160

合計 12,400 9,680 41,140 72,140 36,940 61,590
62,770

47,690

ＪＡＳＳＯ（海外留学等）奨学金採択状況

（単位：千円）

日本人海外留学支援 総合計：３４４，３５０千円（8年間）（最近5年間 平均５６,０００ 千円/年）
平成29年度 （短期：122名、長期：38名） 平成28年度 （短期：127名、長期35名）

追加採択の可能性有り

32

（国際４）
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＜教育①＞

１. 女子大美術館の設立－日常における志・感性教育、
精神文化の醸成への活用に加え、アートマネジメント能力を
備えた人材育成や薪能の開催。

２. 女子大精神文化の醸成。
－志・感性教育：薪能、美術・美学講演会、ノーベル賞受賞者
による若手育成 講演会、弱者支援の活動、等。

３. 「感性」授業を2018年度よりスタート。
４． 文理統合教育－Diversityから教育のInnovationを導き出す。
５. 大学の運営・経営に学生が協力－大学の教職員委員会に

学生が参加。
６． 学生の自己進捗状況のチェックシステム開発（学修ポート

フォリオ） 34

福岡女子大学の「プライド」・「ユニーク」
－全国で福岡女子大学しかやっていないこと
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福岡女子大学美術館外観 図書館

エントランスホール

（教育１）
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感性教育・多様性教育
（生涯学習カレッジ、文化庁受託事業）

福岡女子大学美術館

１．福岡女子大学美術館を開館
平成28年４月17日 グランドオープン

２．教育・研究への効果
（1）精神文化の醸成（感性）（女性リーダー育成）
（2）心の教育（志と心構え）（女性トップリーダー育成）
（3）大学と地域社会の連携強化

３．美術館のコンセプト
（1）県内美術家、芸術家の作品展示と散逸防止。
（2）ひとりあたりの芸術家の作品数が世界一。

（安永良徳氏 彫刻95点 許山孝一氏 絵画88点）
（3）同窓会の支援と卒業生の作品（絵画、彫刻、書…）

を収集。
感性授業を平成30年 第3クォーターから開講。

（生涯学習カレッジで準備は完了。） 36

（教育１）
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美術品 一覧

制作者 美術区分 点数 制作者 美術区分 点数

藤本澄緒 絵画 1 安永良徳 彫刻 95

北畑観瀾 書 2 豊福知徳 彫刻 1

前園裕子 絵画 2 豊福知子 絵画 1

田村能理子 絵画 1 山田達男 能面 14

中村晋也 彫刻 1 木戸龍一 彫刻 5

許山孝一 絵画 88
女賀信太郎ほか7名

（九大美術会）
絵画 20

吉川幸作 絵画 12 山崎秀雄 彫刻 1

田部光子 絵画等 2 岡本文子 絵画 1

佐々木俊介 絵画 12 さかいようこ 絵画 2

光行洋子 絵画 3 原田康子 絵画 4

大庭學僊 屏風 2 田中公子 絵画 3

岩永敬子 絵画 2 犀川愛子 絵画 1

大堂喜三子 書 1

合計 274点

（教育１）
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福岡女子大学美術館
安永 良徳氏 展示作品（作品95点）

（教育１）
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豊福 知徳氏 作品
『那の津往環－2014』

39

（教育１）
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許山 孝一氏 コレクション（作品８８点）

40

（教育１）
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福岡女子大学美術館（地域連携センター）－許山孝一コレクション（７）
（テキスタイルデザイン）

（教育１）
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触ってほしい彫刻達
田 代 雄 一 作品 『たまごからうまれたかったこいぬ』（左）
知足院 美加子 作品 『ピエタ Pieta』（中）

『猫の時 Time of the Cat』（右）

42

（教育１）
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狂言 「素袍落」 の様子

今井教授、江島同窓会副会長、
日本人学生、留学生による火入れ式

43

※第3回は、
2018年（平成30年）
10月12日（金）18：00～20：30

場所：福岡女子大学 大学会館

福岡女子大学のユニークな教育（1）
－精神文化の醸成－

（１）薪能

山本東次郎（人間国宝）

（教育２）
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福岡女子大学 特別講演会

◆講演：外尾 悦郎氏
（サクラダ･ファミリア主任彫刻家）
（福岡女子大学 客員教授）

◆演題：サクラダ・ファミリアに
込めたガウディの意図

◆日程：２０１６年１月６日（金）講演
２０１８年６月８日（金）授業

44

福岡女子大学のユニークな教育（2）
－精神文化の醸成－

（教育２）
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ノーベル賞受賞者による若手育成事業（九州大学と共催）

◆ 2012年2月3日 鈴木 章氏

◆ 2015年11月6日 白川 英樹氏

◆ 2018年3月5日 山中 伸弥氏

16:00~17:30

（場所：アクロス福岡イベントホール）

◇ 2018年11月30日 野依 良治氏

（場所：FFGイベントホール）

45

福岡女子大学のユニークな教育（3）
－精神文化の醸成－

（教育２）
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2016年度生涯学習カレッジの様子

（シニア対象：遊び心と感性）

5月14日（土）
女子大美術館でアートに
ふれる“対話型美術鑑賞“

11月12日（土）
博多の食文化と祭り“めん
たいこを中心に“

7月9日（土）
香椎宮の文化財と香椎造について

7月30日（土）
ワインの基礎を学び
マリアージュを楽しむ

（教育２）
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だんだんボックス（社会的弱者支援）

（教育２）
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だんだんボックス
（社会的弱者支援）

（教育２）
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福岡女子大学の感性教育

感性を学び、感性を育てる

（教育３）

（２０１８年度 第３クォーターより授業スタート）
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「感性」の意味・価値・働きに「気づき」
「感性」を「育てる」ために
「感性」を「学ぶ」 50

感性教育の目的

感受性

表現性
想像性

創造性

感性
人間性の基礎

人間性の基礎に「感性」が
あることを学ぶ

「感性」が、人間の思考・行
動のあらゆる面に影響をあ
たえていることを学ぶ

生活・歴史のあらゆる場面
に人間の「感性」が生かさ
れていることを学ぶ

（教育３）

「感性」+「歴史」＝教養（人間）教育

他人の心を痛めない、思いやり、誠実、謙虚
→ 躾、教養、創造 → 倫理、哲学
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委員会、部会等の名称 所管業務

1 学生寮委員会 学生寮の運営等

2 学生意識調査（アンケート）委員会 学生意識調査（アンケート）の質問事項の
検討

3 地域連携センター（地域交流部門） ・地域と交流連携するプログラムの企画、
実施
・地域貢献に関する情報発信
・地域交流の推進

4 美術ギャラリー委員会 ・美術品の教育的活用
・美術品の展示計画、配置等

5 100周年記念事業委員会
・記念誌編集部会
・事業企画・広報部会
・募金企画部会

記念誌編集の企画、実施等
記念事業の企画立案等
募金の企画、実施等

6 経費削減プロジェクトチーム 経費（光熱水費、コピー代、ゴミ等）節減対
策の企画、推進等

学生が入ることのできる委員会一覧
（教育５）
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１. 自己紹介と(国)九州大学と(独)学生支援機構

時代の活動

２． 福岡女子大学の沿革と変貌

３. 福岡女子大学「プライド」・「ユニーク」

➀国際、➁教育①②、③施設

４. 日本の大学ランキング

５. 福岡女子大学の努力

６. 福岡女子大学の将来ビジョンと１００周年記念事業

７. おわりに

52
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＜教育②＞

７． 学生と教職員の行動指針として、建学の精神を記載した
UIマニュアルを全教職員と学生が常時携帯。

８． 大学教育再生加速プログラム（文部科学省）を活用した
地域課題探索型の長期学外学修教育の実施。

９． 内閣府・福岡県の共同事業「女性トップリーダー育成研修」
事業に参画。

１０．「クォーター制」を2018年度より全教科で一斉スタート。
１１．海外高等学校との高大連携

－ベトナム国家大学付属ハノイ外国語学校より、毎年
留学生を受入れ。

１２．英語教育の重視：2年次までに15単位を習得。

53
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福岡女子大学のロゴマーク （ Visual Identity ）

54

「本学は、1923年全国初の公立女子高等教育
機関として誕生しました。
その輝かしい実績を示す明星、知徳を表す稜
鏡、婦人の徳を白いなでしこの花であしらった
女専時代の校章に込められた想いを生かし、
その伝統を継承し未来へ発展させる誓いとし
て、新たなシンボルマークを作成しました。」

ＵＩマニュアル（福岡女子大学の想い）
（名刺と同じ大きさ）

（教育７）
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トップリーダーになるには

－トップリーダーとリーダーの違い（二階建構造）

2階：トップリーダー（志・心構えを身につける）

1階：リーダー（道具の習得）

①「問題を発見し解決に結びつける力」と「多様な価値観を背景に持つ
人たちと協力して作り上げる力」を習得する（道具）。
←Design思考、Facilitation、Teambuilding、Active Learning、Service Learning

②真のリーダーに接することで、手続き論や技術論だけでないトップ
リーダーとしての本質的な資質や悩みに気づく。

 真のトップリーダーに接することで、トップリーダーが身につけるべき

志・心構えを自分なりに理解し、身につける。

 自分で問題点を見付け、自分の提案として、展開する。

55

感性：努力、感謝、思いやり、誠実、謙虚さをより高度化して、

教養、創造性、人間性、倫理観、哲学観を身につける
（精神的素養と資質）。

階段

県・内閣府と福岡女子大学の連携プログラム（教育９）
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▲ 「会計倫理の視座」講座 （篠原会計士
事務所グループ代表 篠原俊 氏）

▲ 精神的な視点の教養講座教養
（太宰府天満宮宮司 西高辻信良 氏）

▲ 「新しい健康観に基づく組織の健康づくり」
講座（福岡女子大学 長野真弓 教授）

▲ ロールモデルによるトークセッション
（大門小百合氏、玉川恵氏、西村真規子氏、

博多大丸社長・柚木和代氏）

▲ 産学官トップリーダー・礒山福岡
商工会議所会頭との意見交換会

▲ 講義をふまえたグループワーク

▲ 産学官トップリーダーの講義と対話
（梶山千里理事長・学長 ）

▲ 産学官トップリーダーの講義と対話
（前福岡県知事・麻生渡 氏）

▲ 産学官トップリーダーの講義と対話
（九州経済連合会 会長 麻生泰 氏）

宿泊研修（2017年11月30日～12月2日）（教育９）
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＜施設＞

１． 大学施設の全床面積の約９０％を（2011～2017年）建
て替え、2017年度（平成２９年度）に全面
改築完了。
－図書館は県産木材を多く使用し、「森の図書館」を

イメージ。

２． 美術館・図書館等大学施設の一般開放。

３. 2018年4月から、全面禁煙（ノースモーキング）
キャンパスを実施。

福岡女子大学の「プライド」・「ユニーク」
－全国で福岡女子大学しかやっていないこと
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59※イメージ図は、基本設計におけるパースです。

キャンパス再整備（2012～2017年）

キャンパス再整備は、教育・研究、国際交流活動、地域・社会サービスの
活性化、教職員の意識改善に対するまたとないチャンス。

図書館
研究棟Ａ棟

体育館・
地域連携ｾﾝﾀｰ

研究棟Ｂ棟

車両用
正門

グラウンド
大学会館(既存)サークル棟(既存)

旧学生寮(既存)

新学生寮 本部棟 講義棟

第一期工事（H24～25年度）第二期工事
（H26～27年度）

第三期工事
（H27～28年度）

第四期工事（H28～29年度）

テニスコート・弓道場 歩行者用
正門

（施設１）
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図書館エレベーター標示（施設１）
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THE 世界大学ランキング 日本版
福岡女子大学 48位（2017）（全国800校）

62

48 福岡女子大学 59.8 48.6 73.6 42.7 85.7
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THE 世界大学ランキング 日本版 証明書（2017）
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ＴＨＥ大学ランキング・女子大比較（2017）
（全国80校）

総合順位 大学名
総合

スコア
教育

リソース
教育

満足度
教育成果 国際性

（１）39 お茶の水女子大学 61.9 62.2 80.2 45.2 52.0 

（２）48 福岡女子大学 59.8 48.6 73.6 42.7 87.5 

（３）101-110 私立（東京） － 88.2 － 43.1 

（４）111-120 私立（東京） － 67.6 28.5 53.1 

（５）131-140 国立（奈良） 57.0 － － －

（６）150+ 公立(群馬) － 56.1 － 46.2 

64

国際性は、全国で7位
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１．全国比較： ４８位→６２位
（全国約800大学）

２．女子大比較： お茶の水、福女大、津田塾…

（全国約80女子大学)         →お茶の水、津田塾、福女大…

３．福岡県内比較： 九大、九工大、福女大…

（福岡県内38大学) →九大、九工大、福女大…

４．国際性： ７位→１４位

THE 世界大学ランキング （日本版）
（2017→2018年の変化）
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福岡女子大学は変革している(1)

大学の改善は、教職員の努力なしに実行できない
学生・教職員に伝達する言葉 －年頭挨拶・開学記念式典

2014年度
質の高い教育・研究を目指して
（５＋１）S運動の実行

2015年度
「＋α」の大学を目指して
学生に役立つ教育指導

2016年度
今のままで良いはずは無い

－もっと良い教育・研究環境を構築しよう
福岡女子大学はやっと大学らしくなった

2017年度
社会は常に変化している、意識改革は自らの手で
教育で一流大学を目指そう

2018年度
さて、皆さんの今年の目標は何でしょうか？
教育で一流大学を目指そう

67
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（５＋１）Ｓ 運動 （ＵＩマニュアルに書き込んでいる）

1.「責任」

2.「専門」

3.「先見」

4.「スピード」

5.「サービス（奉仕）」

責任感・専門性・先見性・スピード・サービス精神を持って職務を果たすことで、
ステークホルダーの信頼を獲得し、福岡女子大学のプレゼンスの向上を目指す。

信頼

福岡女子大学は変革している(2)
大学の改善は、教職員の努力無しには実行できない
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UNIVERSITY

－福岡女子大学に於ける女性の人材育成－

●執行部は11人中3人が女性に。

（30％の女性役員をほぼ実現。） →50％へ

●大学上位教員（教授・准教授）中、

（女性教員は約35％以上。） →約40％へ
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福岡女子大学は変革している(3)
大学の改善は、教職員の努力無しには実行できない
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２０１６年
国際教養学科３年 村嶋祐佳
慶應義塾大学、東京大学、上智大学、本学など8名

２０１７年
国際教養学科３年 岡坂明日花
本学から４名応募

学生も頑張っている

主 催：日本ＢＰＷ連合会
対 象：国際問題に関心を持つ大学生、30歳以下の女性
内 容：毎年ニューヨークの国連本部で開催される、

女性の地位委員会（ＣＳＷ）
に派遣するインターンを募集。
2003年より開催。

合意結論： 「女性のエンパワーメントと
持続可能な開発の関連性」
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福岡女子大学は変革している(4)

国連 女性の地位委員会インターン（UN-CSW60）
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１. 自己紹介と(国)九州大学と(独)学生支援機構

時代の活動

２． 福岡女子大学の沿革と変貌

３. 福岡女子大学「プライド」・「ユニーク」

➀国際、➁教育①②、③施設

４. 日本の大学ランキング

５. 福岡女子大学の努力

６. 福岡女子大学の将来ビジョンと１００周年記念事業

７. おわりに
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１．２０２３年の女子大１００周年を迎えるに当たり、「100周年
後の未来に向けて」の将来構想を発表。
－Shaping the Future（Our Centennial & Beyond）－。

２． １００周年記念事業として、２つのセンター（女性リーダー
シップセンター、国際フードスタディセンター）を設立、

文理統合教育の推進と教職協働の促進。

３. 女子大オーケストラを創設。2023年までに結成し、
演奏をスタートする。
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福岡女子大学将来ビジョン
＜１００周年＝２０３０年＞
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UNIVERSITY目 次

１. 自己紹介と(国)九州大学と(独)学生支援機構

時代の活動

２． 福岡女子大学の沿革と変貌

３. 福岡女子大学「プライド」・「ユニーク」

➀国際、➁教育①②、③施設

４. 日本の大学ランキング

５. 福岡女子大学の努力

６. 福岡女子大学の将来ビジョンと１００周年記念事業

７. おわりに
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１． 今までの福岡女子大学の評価の延長線上
で、福岡女子大学の将来を見ないで下さい。

２． これからの社会は、女性の活躍無しには
発展しません。

３. 今後の福岡女子大学への支援は、今後の
期待度と発展度で評価して下さい。
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最後に、「福岡女子大学の役割・存在感」を
理解して欲しい
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Ｄａｎｋｅ．كْرًا لكُِلِّ شَىْء  ش ُُ
公立大学法人福岡女子大学 理事長・学長 梶 山 千 里

教育新改革
（教育イノベーション）

2017～2020年

・2023年の100周年事業に温かいご支援を。

・福岡女子大学は将来の飛躍と変革を約束します。


